
　東信の外科医療、救急医療について考え
ることがしばしばあります。東信地区には、
3 次救急の佐久医療センター、2 次救急を担
う浅間総合病院、軽井沢病院など、その他
いくつかの病院があります。この３病院に
私は所属していました。佐久医療センター
は東信の最後の砦にふさわしい高度救命救
急医療センターだと思います。軽井沢病院
は、規模は小さいですが、日本一の観光地
ということもあり、観光客の外傷など非常
に多く、また場所的にも東信の端で、救急
車の受け入れをかなり頑張っています。そ
して浅間総合病院ですが、救急的には現在
佐久医療センター以外に緊急手術を受け入
れられる唯一の病院として頑張っています。
　どの病院もそうでしたが、職員は患者さ
んの命を守るために一生懸命医療に従事し
ていました。大きな病院だからといってマ
ンパワーに余裕があって何でもできるわけ
ではありません。小さい病院だからといっ
てなにもできないわけでもありません。そ
れぞれのマンパワーで、規模に応じて、そ
れぞれの良さを生かして、医療に貢献でき
ることを真摯に行なっています。他の病院
もきっと同じだと思います。どの病院もお
互いの長所短所を補って協力しながら医療
を行っているのが現状だと思います。
　現在私が所属する浅間総合病院の良さ
は、急性期医療を行いながらも、患者さん
を比較的長く、全人的に診ていけるところ
だと考えています。超急性期だけで終わら
ず、後方支援だけに従事するわけでもなく、
急性期の診療、手術も行い、術後経過も比
較的長期におっていくことができます。も
ちろん緊急時には迅速に様々な検査、場合

によっては緊急手術を行うことができます。
他の病院との連携もすみやかに行えます。
高度な手術も行いつつ、患者さんを general
に診ていくことができるので、家庭医の要
素も持ち合わせているような印象です。医
療は細分化され機能の分割も推し進められ
ていますが、実際の患者さんの立場からす
れば、我々のような病院、中規模ながら急
性期医療も家庭医の要素も持ち合わせてい
る診療体系は決して不必要になることはな
いのではないかと考えます。
　全国の大抵の病院が、ますますの物価高、
それに追いついていない診療報酬などの問
題もあり、かなり経営が逼迫している状況
ですが、病気の患者さんをよくしていきた
いという根本的な精神のもとに、どこの病
院も医師、看護師はじめ、各部署が力を合
わせて努力しているのが現状だと思います。
　こんな状況ではありますが、自分自身と
しては、高度な医療技術、知識を追求する
のはもちろんですが、まずは患者さんの話
をなるべくゆっくりよく聞いて、丁寧に説
明することのできる医師でありたいなと
思っています。医療は大変ですがやりがい
があるので、まずは目の前の患者さんをよ
く診ていきたいと思います。
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